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【目的】　着心地のよい男性用スーツ上衣を設計可能とするために、被服圧を指標とし

た評価法の確立を目指し、着用実験による主観的評価と静立時および動作時の被服圧測

定を行い、着心地を左右する部位およびその被服圧レベルを明らかにすることを目的と

する。

【方法】　実験用スーツ上衣は、５種類の素材について３段階のサイズのもの1  5 着を

実験用試料とした。被験者は、9  2A5 前後の成人男子１０名である。着用実験は、肩

先、肩甲骨、前後の腕付け根、上腕部および肘の６部位の静立時と動作時（前挙９０°）

の圧迫感と重さ、動きやすさおよび総合評価ついて被験者に回答させた。スーツ上衣の

被服圧は、静立時および動作時の被服圧を圧迫感評価と同じ部位で測定した。そして、

得られたデータを統計処理した。

【結果】 着用実験による主観評価の結果から、静立時の着用感は、肩先、前腕付け根、

肩甲部の躯体部の圧迫感の大小に影響され、動作時の着用感は、背面の脇下および腕付

け根と前上腕部の圧迫感の影響が大きい。このことは、これらの部位の静立時の被服圧

や動作に伴う被服圧変動に顕著に現れた。
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s 的 触感が異なる衣服の着用が自律・中枢神経活動に及ぼす影響を評価するため、布地の表面粗さおよび

着用時の衣内湿度が大きく異なる衣服４種を用いて心拍変動と脳波の測定を行った。

力法 実験１：表面力学特性の異なる素材(A: 硬く表面の粗い素材、Ｂ：柔らかく表面力起̂毛されている

素材) のワンピースを着用した女子大学生６名を被験者とし、25±It;、50±10％の人工気候室内にて椅座位

から仰臥位に移行させて心拍変動の測定を、28±1℃、50±10％下で女子大学生９名に対してAg/Agd 電極を

13 部位に装着し脳波測定を行っ/た。|実験2: ポリエチレンフィルム2 種(C : lon^ 当り|直径4nmi の孔１個

を穿孔したフィルム、衣内低湿度、D: 無穿孔フィルム、衣内高湿度) 製のゆるやかなワンピース着用時の、

心拍変動、安静閉眼または開眼時の脳波ならびに多目的刺激コントローラを用いた視覚刺激による随伴性陰性

変動(ＣＮＶ)を測定した。環境条件は､心電図測定時は34 ±I℃、30±10%､ 脳波測定時は32 ±i℃、30±10％

に制御された人工気候室、被験者はそれぞれ成人女子３名と成人女子４名である。

紡袈 実験1 :'b 拍皿 の結果、素材Ａ の着用は椅座位から仰臥位へ移行による交感神経活動の低下を

抑制し、素材Ｂ の着用1ま副交感神経活動の上昇を促進させた。素材Ａ の着用により脳波のβ波比率が増加し

た。両測定法により、布地の肌触りが心身のリラックス状態に影響を及ぼずことが確認された。実験 ２：高衣

内湿度を生じる素材Ｄ の着用時には脳波はα波β波ともに減少した。CNV については両衣服間で顕著な差は

示されなかった。素材Ｄ の着用により心拍変動は、交感神経活動が増加、副交感神経活動が低下した。衣服内

の湿潤は自律神経活動・中枢神経活動に影響し、不快からくる心身の緊張状態を生ずる事力湖 らかとなった。
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